
2003年 ヒトゲノム塩基配列（28億6千万基）99％解読 
     （1990年 ヒトゲノムプロジェクト開始 解読期間：13年 費用：約30億ドル） 
      ゲノムの塩基配列解読だけでは生命活動の発現は理解できないことが判明。 
2008年 次世代シーケンサー（配列解読装置）の登場 
2012年 従来の塩基配列の解読だけではなく、様々なDNAの修飾の検出、蛋白質とDNA 
      の相互作用検出などあらゆる莫大な情報を従来では想像できなかったスピードで行う。 
     （解読期間：約1日） 
2014年 米国「1000 ドルゲノムプロジェクト」1人分のDNA解析を達成 

 
 

ICT技術の応用例（ゲノムサイエンス） 

DNA解析の費用の変化 
2001年 95,300,000USD  
2012年 6,618USD 
2014年 1,000USD 約1/６ 

出典：NHGRI（米国立ヒトゲノム研究所） 

・コンピュータ性能の向上と次世代シーケンサーの登場により、DNA解析が実用可能に。 

米国National Human Genome Research 
Instituteが発表しているデータ（2014年10月31日
版）。2008年、次世代シーケンサーの登場以来、ムーア
の法則を上回る勢いで技術革新が進んでいる様子を示す。 

約1/14,400 
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